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はじめに 
 

 

 学校給食における食物アレルギー対応は、児童生徒の命にかかわる重要な取組であり、食物ア

レルギーを有する児童生徒も安全で楽しく給食の時間を過ごせるようにすることが求められて

います。本市における食物アレルギーを有する児童生徒は増加傾向にあり、アドレナリン自己注

射薬（エピペン®）を所持する児童生徒も増えています。 

本市では、食物アレルギーを有する児童生徒へ安全に学校給食を提供するため、平成２１年 

３月に「学校給食における食物アレルギー対応の手引き」を作成し、平成２６年３月には改訂を

行いました。 

この改訂から５年が経過し、この度、改訂以降に対応を強化するため教育委員会が作成した資

料や国等から示された資料等を追加するとともに、より使いやすくなるよう、さらなる改訂を行

うことといたしました。 

改訂にあたっては、「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン要約版」（平成 

２７年２月 文部科学省・日本学校保健会）に示された「学校におけるアレルギー疾患対応の三

つの柱 ①アレルギー疾患の理解と正確な情報の把握・共有 ②日常の取組と事故予防 ③緊急

時の対応」に沿って日常の取組の流れなどの内容を整理しています。また、緊急時の対応につい

て、校内研修の内容を加え充実を図りました。 

 学校給食における食物アレルギー対応は、すべての学校職員、教育委員会、医療機関等が連携

し、組織的に対応することが重要です。各学校におかれましては、すべての児童生徒が安全に楽

しく給食の時間を過ごすことができるよう本手引きを活用してください。 

 終わりに、本手引きの改訂にあたりまして監修をいただきました、さいたま市民医療センター

小児科診療部長 西本創氏に感謝申し上げます。また、作成に御協力いただきました、さいたま

市学校給食における食物アレルギー対応連絡協議会の委員の皆様に心より御礼申し上げます。 

 

平成３１年３月 

 

さいたま市教育委員会  

学校教育部健康教育課長  
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改訂のポイント 

 

★ 平成２６年３月、さいたま市が「学校給食における食物アレルギー対応の手引き【改訂版】」を発行した後、

平成２７年３月、文部科学省より「学校給食における食物アレルギー対応指針」が示された。今回は、こ

の内容を参考にした。 

★ 平成２７年２月、文部科学省・公益財団法人日本学校保健会より「学校のアレルギー疾患に対する取り組

みガイドライン要約版」が示された。この中の「学校におけるアレルギー疾患対応の三つの柱」に沿って、

内容を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更した事項 

第１章   食物アレルギーの基礎知識：各種資料等を確認し、最新情報にした。 
第２章―２ 食物アレルギー対応のながれ：「②配慮の必要な児童生徒の実態把握」と「③学校生活管理 

指導表（アレルギー疾患用）の配付」の時期を見直した。 
第２章―５ 事故未然防止のためのチェックリスト：チェック項目を見直した。 
第２章―７ 組織的な食物アレルギー対応：教職員の役割について内容を整理した。 
第２章－８ 学校生活上（給食以外）の留意点：内容を見直し、整理した。 
第３章―２ ヒヤリハット事例：誤食には至らなかったが「ヒヤリとした」「ハッとした」事例を、「アレ 

ルギー対応食提供までのながれ」に沿ってまとめた。 
第４章 
【資料１】学校における食物アレルギー対応について：【改訂版】の「アレルギー疾患（気管支ぜん息、 

食物アレルギー）の対応について」から「食物アレルギー対応について」に変更した。あわ 
せて、保護者提出部分を「学校における食物アレルギー対応希望届」とした。 

第５章   食品表示基準について、最新情報とした。 

新たに加えた事項  

第２章―１ 食物アレルギー対応の基本的な考え方：「学校給食における食物アレルギー対応の大原則」 
を追加した。 

第２章－４ アレルギー対応食提供までのながれ：フロー図を追加し、図に沿って内容を整理した。 
第２章―７ 組織的な食物アレルギー対応：「学校給食における食物アレルギー対応連絡協議会」「埼玉県 

アレルギー疾患相談室」「埼玉県アレルギー疾患生活管理指導表に関する相談事業」を追加 
した。 

第３章―１ 校内研修：内容を追加した。 
第４章 
【資料３】食物アレルギーを有する児童生徒への対応について＜保護者宛＞ 
【資料４】学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）について＜保護者宛＞ 
【資料５】学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）の作成についてのお願い＜主治医宛＞ 
【様式５】食物アレルギー ヒヤリハット報告書 
【参考１】食物アレルギー等 発生状況報告書 
【参考２】学校における食物アレルギー対応解除届 

第５章   平成２６年以降の主な通知等を追加した。 

令和７年３月一部改正箇所については、

「７６ページの新旧対応表」 

「７７～７９ページの変更点」 

を御確認ください。 
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